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部
会
報
告
（
要
旨
）

第
一
現
代
教
学
部
会

座

長

大
西
秀
樹

副
座
長

西
口
玄
修
・
齊
藤
朋
久

問
題
提
起

三
原
正
資
・
齊
藤
朋
久

記

録

吉
本
光
良
・
馬
渡
竜
彦

運

営

早
坂
鳳
城
・
中
井
本
秀
・
松
脇
行
眞

参
加
者

二
七
名

立
教
開
宗
七
五
○
年
慶
讃
事
業
の
最
終
段
階
に
当
た
り
、
大
聖

人
の
誓
願
で
あ
る
『
一
天
四
海
皆
帰
妙
法
』
の
実
現
へ
向
け
て
展

開
さ
れ
た
「
お
題
目
総
弘
通
運
動
」
を
振
り
返
り
、
今
後
の
宗
門

の
あ
り
方
と
、
教
学
の
方
向
性
の
模
索
を
目
的
に
部
会
を
進
行
。

第
一
日
目

三
原
師
の
問
題
提
起
、「
三
十
年
前
に
開
教
師
と
し
て
ア
メ
リ

カ
へ
向
か
い
、
大
き
な
挫
折
感
を
味
わ
っ
た
一
人
の
日
蓮
宗
開
教

師
の
手
紙
か
ら
、
今
後
の
日
蓮
宗
の
あ
り
方
、
教
学
の
あ
り
方
を

模
索
。」
と
い
う
事
で
、
手
紙
の
一
節
が
披
瀝
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
手
紙
の
要
点
部
分
に
は
、「
戦
闘
的
な
正
義
な
ど
、
一
時

代
の
産
物
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
一
地
方
色
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
善
い
こ

と
で
も
、
そ
れ
に
執
わ
れ
る
と
最
早
や
善
い
と
は
言
わ
れ
な
く
な

り
ま
す
。
宗
学
者
の
欠
点
は
宗
学
に
執
わ
れ
る
こ
と
で
す
。
正
邪

二
元
の
立
場
か
ら
超
出
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
一
乗
は
相
対
の
一

乗
で
絶
対
の
一
乗
で
な
い
の
で
す
。
人
間
の
見
た
一
乗
観
で
、
諸

仏
の
境
地
に
立
っ
た
一
乗
で
な
い
の
で
、
ど
こ
ま
で
も
比
較
と
判

釈
が
付
い
て
廻
り
ま
す
」
と
指
摘
し
、
宗
門
の
金
科
玉
条
、
折
伏

主
義
で
は
海
外
布
教
は
成
り
立
た
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
海
外
布
教
の
現
場
で
一
番
大
切
な
事
は
、
一
旦
宗
門

教
学
を
忘
れ
去
り
、
そ
こ
に
住
む
人
々
と
同
じ
立
場
か
ら
の
摂
受

的
布
教
が
肝
要
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
題
提
起
を
受
け
て
部
会
参
加
者
に
、「
現
在
、
摂
受
と
折
伏

の
ど
ち
ら
の
立
場
で
布
教
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
」
と
の
質
問
。

ほ
と
ん
ど
の
教
師
が
摂
受
と
回
答
。
諸
宗
批
判
が
で
き
な
い
布
教

現
場
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
種
々
の
見
解
が
噴
出
。
又
、
教
師
自

身
の
摂
受
・
折
伏
の
受
け
取
り
方
の
違
い
も
で
て
き
た
。

そ
ん
な
中
、
現
在
は
寺
檀
関
係
も
変
化
し
、
檀
信
徒
の
中
に
も
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寺
院
や
教
師
の
必
要
性
を
感
じ
な
い
人
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
は
家
で
は
な
く
、
一
対
一
の
教
化
が
必
要
。
教
師
は
檀
信
徒

一
人
一
人
を
寺
院
の
個
人
会
員
と
認
識
し
、
き
め
細
か
な
対
応
を

す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
だ
。
教
師
の
幅
広
い
見
識
が
要
求
さ
れ
る

時
代
と
な
っ
て
来
た
、
等
々
の
意
見
あ
り
。

先
の
開
教
師
の
心
の
出
発
点
は
、
お
題
目
、
日
蓮
宗
の
教
え
を

広
く
他
に
勧
め
た
い
と
思
う
心
、
志
、
求
道
心
、
誓
願
か
ら
出
た

も
の
で
あ
る
。
我
々
も
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
、
よ
り
平
易
に
教

え
を
説
く
為
の
努
力
が
必
要
で
は
な
い
か
。
日
蓮
宗
は
伝
道
宗
門

で
あ
る
、
日
蓮
教
学
も
伝
道
教
学
で
あ
り
た
い
。
今
後
の
課
題
で

あ
る
。

（
吉
本
光
良
）

第
二
日
目

一
日
目
は
日
本
と
米
国
と
い
う
地
域
の
違
い
、
歴
史
に
基
づ
く

価
値
観
の
違
い
と
い
う
「
空
間
」
軸
上
で
の
教
学
の
現
代
化
が
論

じ
ら
れ
た
が
、
二
日
目
は
本
宗
教
義
と
現
代
科
学
の
成
果
の
近
接

を
指
摘
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
「
時
間
」
軸
上
の
提
言
が
討
議
の

端
緒
と
な
り
、
意
見
の
交
換
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
前
半
は
齊
藤
師
よ
り
「
現
代
科
学
か
ら
四
十
五
字
法
体

段
を
考
え
る
」
と
い
う
意
欲
的
な
提
言
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
要
旨

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

現
代
社
会
は
有
機
的
に
つ
な
が
り
、
そ
の
生
活
は
現
代
科
学
の

最
先
端
の
成
果
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
人
類
が
抱
え

る
諸
問
題
、
悩
み
を
解
決
し
、
救
済
す
る
た
め
に
は
我
々
の
教
え

の
現
代
化
、
さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
の
再
構
築
が
必
要

で
あ
る
。
と
り
わ
け
妙
法
五
字
の
具
体
的
説
明
で
あ
る
「
四
十
五

字
法
体
段
」
の
現
代
的
解
明
こ
そ
が
要
請
さ
れ
る
。
当
該
箇
所
は

大
聖
人
の
浄
土
観
、
仏
陀
観
、
成
仏
観
、
教
法
観
が
端
的
に
示
さ

れ
た
肝
心
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
個
別
に
評
価
す
る
と
現
代
科
学
の

諸
成
果
と
の
驚
く
ほ
ど
の
一
致
が
見
ら
れ
る
。
列
記
す
る
な
ら

ば
、「
ユ
ン
グ
の
共
通
的
無
意
識
」、「
ビ
ッ
グ
バ
ン
理
論
」、「
オ

メ
ガ
・
ポ
イ
ン
ト
」、「
ガ
イ
ア
説
」、「
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」、「
明

在
系
と
暗
在
系
」、「
宇
宙
の
フ
ラ
ク
タ
ル
構
造
」、「
コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
解
釈
」
等
々
で
あ
る
。
詳
述
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
こ
れ
ら

の
成
果
は
大
聖
人
の
「
事
の
一
念
三
千
」
を
現
代
的
に
表
現
し
た

も
の
、
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
知
的
関
心
を
喚
起
さ
れ
る
よ
う
な
試
論
に
続
き
、

参
加
者
と
の
質
疑
応
答
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
幾
つ
か
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を
次
に
紹
介
す
る
。

新
新
宗
教
の
教
義
の
中
に
は
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
都
合
の
よ
い

部
分
だ
け
を
借
用
す
る
形
で
取
り
入
れ
た
も
の
も
あ
り
、
伝
統
教

団
の
中
に
も
青
年
層
へ
の
布
教
を
目
的
と
し
て
教
義
の
現
代
的
解

釈
に
取
り
か
か
っ
た
教
団
も
あ
る
。
我
々
も
手
を
こ
ま
ね
く
こ
と

な
く
、
表
現
を
変
え
て
で
も
大
聖
人
の
思
想
を
伝
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

私
達
は
伝
道
教
団
で
あ
り
「
言
説
」
布
教
を
行
う
べ
き
だ
が
、

私
達
の
言
葉
と
大
衆
の
言
葉
の
間
に
ズ
レ
が
あ
る
。
新
新
宗
教
へ

の
若
者
の
傾
倒
を
横
目
で
見
る
だ
け
で
な
く
、
門
戸
を
広
げ
る
必

要
が
あ
る
。

他
分
野
の
理
論
を
援
用
す
れ
ば
、
図
式
化
が
容
易
に
な
り
理
解

し
や
す
く
も
な
ろ
う
が
、
教
義
の
差
異
が
覆
い
隠
さ
れ
て
し
ま
う

危
険
が
あ
る
。

科
学
理
論
は
「
更
新
」
の
歴
史
で
あ
り
、
現
代
科
学
の
成
果
と

の
一
致
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
そ
れ
ら
が
不
十
分
な
も
の
と
評
価

さ
れ
た
場
合
に
日
蓮
教
学
の
存
立
は
ど
う
な
る
の
か
。

簡
潔
な
結
論
に
は
到
達
で
き
な
か
っ
た
が
、
神
秘
的
で
静
的
な

印
象
の
あ
る
禅
と
撃
鼓
唱
題
に
代
表
さ
れ
る
動
的
な
本
宗
の
一
般

的
イ
メ
ー
ジ
を
超
え
て
、
大
聖
人
が
証
さ
れ
た
観
心
本
尊
抄
の
素

晴
ら
し
い
世
界
を
言
説
布
教
に
よ
っ
て
伝
え
る
た
め
の
努
力
、
手

法
の
模
索
は
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
了
解
が
え
ら
れ

た
。

（
馬
渡
竜
彦
）
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第
二
現
代
教
学
部
会

座

長

小
澤
恵
修

助

言

中
村
潤
一

問
題
提
起

伊
藤
立
教

記

録

岩
本
泰
寛

運

営

植
田
観
樹
・
岩
永
泰
賢
・
小
倉
孝
昭

参
加
者

一
六
名

第
一
日
目

主
題
「
お
題
目
総
弘
通
運
動
十
八
年
の
点
検
」
は
「
本
年
三
月

宗
会
で
の
渡
辺
宗
務
総
長
施
政
方
針
に
七
五
〇
後
の
方
策
を
打
ち

立
て
る
べ
く
運
動
の
総
括
的
な
点
検
を
行
う
よ
う
現
代
宗
教
研
究

所
に
指
示
」
さ
れ
た
事
に
よ
っ
て
当
部
会
で
問
題
提
起
し
討
議
す

る
説
明
が
な
さ
れ
た
が
、
主
題
に
は
立
教
開
宗
七
五
〇
年
の
来
年

終
了
す
る
三
期
十
八
年
の
お
題
目
総
弘
通
運
動
を
総
括
的
に
検

討
、
評
価
し
、
以
後
の
宗
門
、
運
動
の
在
り
方
、
方
向
性
を
模
索

し
、
時
代
対
応
の
教
化
方
法
等
ま
で
討
議
出
来
る
形
で
問
題
提
起

が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
参
加
者
の
半
数
近
く
が
法
臈
が
短
く
お

題
目
総
弘
通
運
動
を
不
認
識
・
不
体
験
の
為
、
お
題
目
総
弘
通
運

動
の
経
緯
・
経
過
を
説
明
の
後
、
討
議
が
進
行
し
た
が
、
ど
う
し

て
も
経
験
し
て
い
な
い
若
い
参
加
者
か
ら
は
発
言
意
見
が
少
な

く
、
少
人
数
の
部
会
で
あ
っ
た
為
、
意
見
提
言
等
発
言
者
が
片

寄
っ
て
し
ま
っ
た
事
は
否
め
な
い
。「
お
題
目
総
弘
通
運
動
と
は

何
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
」
で
代
表
さ
れ
る
お
題
目
総
弘
通
運
動
に
つ

い
て
の
総
括
的
意
見
は
、
部
会
全
員
一
致
し
て
い
た
。

第
二
日
目

前
日
の
討
議
を
足
掛
か
り
に
住
職
定
年
制
に
つ
い
て
活
発
な
討

議
を
行
い
、「
ポ
ス
ト
七
五
〇
」
等
今
後
の
運
動
の
方
策
に
つ
い

て
討
議
を
重
ね
、
最
後
に
二
日
間
の
総
括
討
議
を
行
い
閉
会
し

た
。問

題
提
起
主
旨

平
成
十
二
年
十
月
一
日
付
日
蓮
宗
新
聞
寺
院
版
の
対
談
記
事
「
七

五
〇
総
括
」
を
基
に
整
理
展
開
し
、

一
、
教
師
個
々
人
の
意
識
改
革
に
な
ら
な
か
っ
た
。

二
、
現
場
教
師
と
中
央
が
双
方
向
で
問
題
提
起
を
。

三
、
先
行
き
不
透
明
、
あ
る
べ
き
姿
が
見
え
な
い
。

四
、
宗
門
運
動
の
総
括
検
証
シ
ス
テ
ム
が
な
い
。
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五
、
非
は
非
と
言
え
る
立
正
安
国
の
精
神
の
確
立
。

六
、
社
会
か
ら
期
待
さ
れ
る
教
団
の
あ
る
べ
き
姿
。

の
六
項
目
に
ま
と
め
ら
れ
て
、
各
項
目
ご
と
に
問
題
点
を
絞
り
込

み
左
記
の
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。

一
、
十
八
年
計
画
を
自
身
の
事
と
受
け
止
め
て
な
い
。

二
、
実
行
委
員
三
五
名
企
画
会
議
委
員
二
一
名
の
動
き
。

三
、
信
仰
が
あ
り
実
践
者
が
い
て
賛
同
者
が
出
る
。

四
、
ポ
ス
ト
七
五
〇
の
運
動
は
具
体
的
で
単
純
に
。

五
、
宗
門
の
内
外
に
わ
た
っ
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
。

六
、
日
蓮
一
門
の
は
ず
が
権
力
抗
争
セ
ク
ト
主
義
。

さ
ら
に
各
項
目
を
展
開
し
て
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
て
問
題

提
起
さ
れ
た
。

一
、
慶
讃
は
計
算
、
弘
通
は
グ
ズ
、
と
い
う
揶
揄
が
あ
る
が
、
教

え
を
弘
め
る
の
が
運
動
で
は
な
い
か
。

二
、
田
中
智
学
は
宗
門
か
聖
祖
か
、
と
い
っ
た
。
日
蓮
宗
よ
り
も

日
蓮
聖
人
、
で
は
な
い
か
。

三
、
日
蓮
宗
を
同
業
組
合
と
い
う
な
ら
、
そ
れ
に
属
し
て
い
る
共

同
責
任
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

四
、
釈
尊
法
華
経
日
蓮
聖
人
が
根
本
の
は
ず
が
、
野
合
し
群
れ
て

い
る
だ
け
で
は
な
い
か
。

五
、
七
百
遠
忌
と
開
宗
七
五
〇
の
間
の
二
一
年
で
教
師
は
増
え
布

教
拠
点
は
減
っ
た
が
、
そ
の
質
は
。

六
、
如
来
の
所
遺
と
し
て
如
来
の
事
を
行
ず
る
本
化
教
師
こ
そ
増

え
よ
、
道
心
あ
れ
ば
衣
食
あ
り
。

現
実
と
し
て
は
、
中
央
行
政
の
枠
を
形
成
す
る
二
六
等
以
上
の

寺
院
は
全
日
蓮
宗
寺
院
の
三
割
で
あ
り
、
宗
門
の
批
判
は
、
個
人

の
反
省
と
表
裏
す
る
。
評
価
と
反
省
を
行
い
、
時
代
に
相
応
す
る

も
流
さ
れ
ず
確
固
た
る
布
教
を
運
動
と
し
て
提
起
す
る
事
が
出
来

れ
ば
、
開
宗
七
百
五
十
年
慶
讃
の
十
八
年
間
の
運
動
を
生
か
し
育

む
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

あ
な
た
は
な
に
を
や
り
ま
し
た
か
。

々

や
り
た
い
の
で
す
か
。

々

や
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

意
見

・
「
お
題
目
総
弘
通
運
動
」
こ
の
名
称
は
檀
信
徒
に
は
親
し
み
や

す
か
っ
た
が
、
未
信
徒
に
は
ま
っ
た
く
ア
ピ
ー
ル
せ
ず
、
個
々

の
内
容
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
消
化
不
良
で
実
行
さ
れ
な
か
っ

た
。
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・
日
蓮
宗
は
伝
道
教
団
。「
お
題
目
総
弘
通
運
動
」
は
常
行
で
あ

り
布
教
な
の
だ
か
ら
、
無
始
無
終
、
期
間
を
区
切
り
行
う
も
の

で
は
な
い
。

・
「
お
題
目
総
弘
通
運
動
」
は
親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
と
引

継
ぎ
伝
え
た
い
運
動
で
あ
り
、
伝
え
る
べ
き
信
仰
で
あ
る
。

・
「
お
題
目
総
弘
通
運
動
」
を
積
極
的
に
推
進
さ
せ
た
く
て
も
住

職
が
理
解
を
示
さ
ず
苦
慮
、
寺
と
檀
信
徒
の
世
代
引
継
・
活
性

化
が
住
職
高
齢
の
為
阻
害
さ
れ
る
、
等
が
発
生
し
て
い
る
。
住

職
定
年
引
退
を
促
進
さ
せ
、
安
心
し
て
引
退
で
き
る
よ
う
、
引

退
後
の
身
分
確
立
、
老
僧
の
活
躍
で
き
る
年
相
応
な
宗
門
内
外

の
活
動
・
活
躍
の
場
を
作
る
事
と
、
制
度
改
革
を
実
行
す
る

事
、
出
世
間
の
目
（
八
正
道
ー
正
見
）
が
大
切
で
あ
る
。

（
岩
本
泰
寛
）

第
三
現
代
教
学
部
会

座

長

中
村
雅
輝

問
題
提
起

影
山
教
俊

記

録

宮
淵
泰
存

運

営

新
間
智
照
・
井
本
学
雄
・
木
村
勝
行

斎
藤
哲
秀
・
田
島
辨
正
・
龍
澤
泰
孝

中
山
観
能
・
遠
藤
了
暉

参
加
人
数

二
五
名

第
三
部
会
は
、
法
器
養
成
に
つ
い
て
長
年
討
議
を
続
け
て
き

た
。
信
行
道
場
・
布
研
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
や
、
組
織
論
、
理

念
的
な
こ
と
、
女
性
教
師
に
関
す
る
問
題
、
師
に
つ
い
て
等
々
。

昨
年
は
師
に
つ
い
て
の
理
念
的
な
討
議
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
今
年

は
、
も
っ
と
実
践
的
な
話
、
現
実
的
な
話
と
し
て
、
法
器
養
成
を

考
え
る
こ
と
と
し
た
。

影
山
教
俊
師
が
、「
信
徒
か
ら
僧
侶
へ
」

法
器
養
成
は
信
行

指
導
か
ら

と
題
し
て
問
題
提
起
。

水
泳
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
水
泳
理
論
を
学
ぶ
前
に
、
先
ず
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下
手
で
あ
っ
て
も
泳
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
同
じ
よ
う
に
僧
侶

と
い
う
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
信
仰
を
伝
え
る
布
教
伝
道
の
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
学
ぶ
前
に
、
ま
ず
「
信
仰
に
よ
る
有
り
難
い
と
い
う

宗
教
体
験
」
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
体
験
に
よ
り
檀
信
徒
を
「
有

り
難
い
日
蓮
聖
人
の
教
え
」
へ
案
内
す
る
。
有
り
難
い
体
験
か

ら
、
信
徒
へ
、
そ
し
て
僧
侶
へ
、
法
器
養
成
を
日
常
の
信
行
指
導

か
ら
考
え
て
み
よ
う
と
問
題
提
起
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
討
論
が

行
わ
れ
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

○
法
器
養
成
は
、
相
談
事
業
を
す
る
と
い
う
こ
と
よ
り
、
先
ず
相

談
に
来
た
い
と
思
わ
れ
る
坊
さ
ん
を
つ
く
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
。

○
教
義
を
学
ん
で
語
る
だ
け
で
は
だ
め
。
理
屈
を
言
っ
て
納
得
す

る
の
は
普
通
の
人
。
悩
め
る
人
に
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
マ
イ

ン
ド
で
接
す
る
。
言
い
た
い
こ
と
を
言
う
と
本
人
が
楽
に
な

る
。
そ
の
人
を
受
け
入
れ
る
努
力
が
必
要
。

○
坊
さ
ん
に
な
る
の
と
信
徒
に
な
る
の
と
何
か
別
の
コ
ー
ス
の
よ

う
に
考
え
、
出
家
と
在
家
を
分
け
て
意
識
し
て
い
る
。
自
分
は

日
本
の
仏
教
は
在
家
主
義
だ
と
考
え
て
い
る
。
昔
の
寺
は
坊
さ

ん
は
結
婚
し
て
い
な
い
の
で
、
自
分
の
子
は
い
な
い
。
だ
か
ら

出
家
は
在
家
の
人
か
ら
出
た
。
先
ず
は
信
行
指
導
。
そ
の
果
て

に
坊
さ
ん
が
出
る
。

こ
の
あ
と
、
参
加
者
の
坊
さ
ん
と
し
て
の
初
発
心
の
過
程
、
現

在
の
心
境
が
語
ら
れ
た
。

○
信
仰
心
無
く
大
学
へ
行
き
、
信
行
道
場
に
入
っ
た
。
自
分
な
り

に
修
行
し
た
と
思
っ
た
が
、
先
輩
を
見
て
こ
れ
で
は
自
分
は
ま

だ
だ
め
だ
と
思
い
布
研
に
入
っ
た
。

○
在
家
か
ら
出
家
し
た
が
、
出
家
前
、
寺
が
自
分
た
ち
を
受
け
入

れ
て
い
な
い
と
感
じ
た
と
語
っ
た
。

○
布
研
に
入
っ
て
仲
間
と
話
し
て
い
る
う
ち
に
、
思
い
こ
み
が
解

消
さ
れ
た
。
布
研
で
は
外
部
か
ら
多
く
の
講
師
が
入
り
、
勉
強

に
な
る

○
信
行
道
場
の
訓
育
に
初
め
て
携
わ
っ
た
方
が
、「
道
場
生
で
い

た
と
き
の
方
が
楽
だ
っ
た
。
自
分
が
道
場
生
に
育
て
ら
れ
た
」

と
語
っ
た
。

○
外
国
人
が
三
人
入
場
し
て
い
た
。
彼
ら
は
し
っ
か
り
し
た
信
仰

を
持
ち
、
法
式
を
き
ち
ん
と
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
教
え
の

方
を
求
め
て
い
た
。
そ
し
て
帰
国
し
た
ら
こ
う
い
う
こ
と
を
し

て
こ
う
い
う
布
教
所
を
開
き
た
い
と
い
う
、
し
っ
か
り
し
た
目
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的
を
持
っ
て
お
り
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
感
じ
た
。

○
坊
さ
ん
は
マ
ル
チ
人
間
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
自
分
の
寺
は

坊
さ
ん
が
８
人
く
ら
い
い
な
い
と
や
っ
て
い
け
な
い
。
寺
の
出

身
者
は
義
務
感
い
っ
ぱ
い
で
仕
事
を
し
て
い
る
。
在
家
出
身
者

は
、
楽
し
ん
で
夢
を
持
っ
て
い
る
。

○
子
供
は
親
を
選
ん
で
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
寺
に
生
ま
れ
た
と

言
う
こ
と
は
、
坊
さ
ん
に
な
り
た
く
て
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。

○
自
分
は
師
匠
か
ら
、「
お
寺
に
相
談
に
来
る
人
が
多
く
な
け
れ

ば
、
そ
の
お
寺
は
用
の
な
い
寺
だ
」「
自
殺
す
る
か
ど
う
か
の

人
も
い
る
。
真
剣
勝
負
だ
」
と
教
わ
っ
た
。
法
器
養
成
と
い
う

と
、
自
分
の
子
供
時
代
の
事
、
今
自
分
が
師
匠
と
し
て
息
子
を

教
育
す
る
こ
と
は
ど
う
な
の
か
と
考
え
た
。

○
信
仰
は
横
並
び
に
他
の
人
と
比
べ
る
こ
と
は
な
い
。
自
分
な
り

に
信
仰
が
深
ま
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
仏
縁
が
あ
れ
ば

そ
れ
は
や
が
て
縁
に
ふ
れ
て
開
花
し
て
い
く
。

○
親
が
師
匠
と
し
て
の
姿
を
見
せ
る
。

○
三
十
五
日
の
信
行
道
場
は
日
常
と
違
う
生
活
。
そ
の
中
の
宗
教

的
情
操
で
自
分
が
変
わ
っ
て
い
く
。

○
子
供
は
親
に
習
う
と
わ
が
ま
ま
が
出
る
。
僧
風
林
に
行
く
と
変

わ
る
。

○
僧
風
林
は
、
子
供
を
入
れ
る
寺
は
入
れ
る
が
、
入
れ
な
い
と
こ

ろ
は
全
く
入
れ
な
い
。
義
務
化
し
た
方
が
良
い
と
い
う
意
見
も

あ
る
が
、
無
理
強
い
し
て
も
良
い
坊
さ
ん
は
で
き
な
い
と
思

う
。

○
お
寺
の
坊
さ
ん
が
出
て
い
く
場
は
多
い
が
、
奥
さ
ん
が
出
て

い
っ
て
学
ぶ
場
が
少
な
い
。
お
母
さ
ん
が
思
っ
て
い
る
こ
と
が

子
供
に
伝
わ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
女
性
教
育
の
充
実
が
望
ま

れ
る
。

○
お
寺
の
中
の
家
庭
で
、
親
が
信
仰
の
信
念
の
生
活
を
し
て
み
せ

る
。
し
っ
か
り
や
っ
て
い
れ
ば
僧
風
問
題
は
な
い
。

（
宮
淵
泰
存
）
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第
四
現
代
社
会
問
題
部
会

座

長

貫
名
英
舜

パ
ネ
ラ
ー

蟹
江
一
肇
・
久
住
謙
是
・
都
泰
雄

灘
上
智
生

記

録

梅
森
寛
誠

運

営

奥
田
正
叡

参
加
人
数

二
二
名

本
年
三
月
に
提
示
さ
れ
た
宗
門
の
新
機
構
要
綱（
案
）は
、
六
月

の
宗
会
に
て
決
定
、
明
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
四
現
代
社
会
問
題
部
会
で
は
、
宗
門
の
機
構
改
革
を
テ
ー
マ

に
も
っ
た
。
幾
分
内
向
き
の
テ
ー
マ
設
定
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
か

ら
見
え
て
く
る
様
々
な
問
題
点
を
認
識
し
危
機
感
を
共
有
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、
社
会（
あ
る
い
は
ニ
ー
ズ
）へ
の
対
応
を
自
覚
し
私

た
ち
自
身
が
い
か
に
変
革
し
て
い
く
べ
き
か
は
、
本
部
会
の
基
本

を
構
成
す
る
も
の
と
も
い
え
る
。
が
、
そ
の
議
論
は
緒
に
つ
い
た

段
階
に
過
ぎ
な
い
。
座
長
が
示
し
た
譬
え
で
は
「
四
月
に
大
型
車

が
届
け
ら
れ
る
。
が
、
そ
の
車
に
ハ
ン
ド
ル
や
座
席
が
あ
る
か
、

ガ
ソ
リ
ン
が
入
っ
て
い
る
か
、
そ
も
そ
も
そ
の
車
を
誰
が
運
転
し

ど
こ
に
向
か
っ
て
何
を
し
に
行
く
の
か
、
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
今
回
は
、
急
い
で
結
論
を
出
し
た

り
要
望
行
動
へ
進
め
る
の
で
は
な
く
、
参
加
者
で
共
に
考
え
て
み

よ
う
と
い
う
趣
旨
で
臨
ん
だ
。
第
一
日
目
に
パ
ネ
ラ
ー
四
師
に
よ

る
発
表
を
受
け
て
、
翌
日
、
参
加
者
で
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

第
一
日
目

﹇
以
下
、
パ
ネ
ラ
ー
発
表
の
タ
イ
ト
ル
は
記
録
者
﹈

◎
蟹
江
一
肇
師
「
宗
門
の
機
構
改
革
が
こ
れ
で
い
い
の
か
」

此
度
の
機
構
改
革
策
定
の
経
緯
及
び
そ
の
中
身
に
つ
い
て
、
根

本
的
疑
問
な
い
し
問
題
点
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
鋭
く
提
起
さ
れ

た
。

○
「
宗
門
新
機
構
要
綱
」（
案
）が
示
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
、
一
般

教
師
へ
の
相
談
や
説
明
が
な
い
（
政
府
の
機
構
改
革
手
続
き
と

の
比
較
）。

○
宗
憲
と
の
関
連
や
基
本
理
念
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

○
教
団
の
あ
り
方
が
は
っ
き
り
示
さ
れ
ず
（
未
信
徒
へ
の
方
向
づ

け
弱
く
現
在
の
枠
組
み
に
留
ま
っ
て
い
る
）、
ま
た
寺
院
や
教

師
へ
の
応
援
体
制
・
保
障
体
制
も
な
い
。

○
宗
務
院
の
局
長
や
部
長
、
宗
務
所
長
や
教
区
長
の
権
限
や
位
置
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付
け
が
明
確
で
な
い
。

○
現
宗
研
で
研
究
し
た
課
題
を
洗
い
直
し
運
用
し
た
跡
が
見
え
な

い
。

○
財
政
改
革
の
内
容
と
実
態
が
明
確
で
な
い
（
財
政
的
裏
付
け
が

な
い
）。

○
布
教
方
針
を
定
め
る
主
体
が
明
ら
か
で
な
い
。

○
公
益
法
人
と
し
て
の
寺
の
あ
り
方
が
は
っ
き
り
示
さ
れ
な
い
。

い
ず
れ
も
重
い
指
摘
が
総
花
的
に
斬
り
込
む
形
で
示
さ
れ
た
。

◎
久
住
謙
是
師
「
現
状
認
識
と
意
識
改
革
を
」

要
綱
案
へ
の
一
定
の
評
価
を
与
え
た
上
で
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
問
う
た
。

○
現
状
認
識

寺
院
崩
壊

昭
和
五
八
年（
一
九
八
三
）に
過
疎

寺
院
調
査
を
し
た
時
の
こ
と
を
報
告
。
寺
院
名
簿
に
あ
っ
て
も

実
際
に
寺
が
な
い
、
五
分
の
一（
当
時
）が
不
活
動
寺
院
に
な
っ

て
い
る
、
し
か
し
ど
う
対
処
す
べ
き
か
意
見
が
出
て
き
て
い
な

い
。

都
市
開
教

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で
は
、
都
市
部
に
於

け
る
新
寺
建
立
を
宗
門
が
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
進
め

て
い
る
。
東
京
三
多
摩
地
区
で
は
、
本
宗
は
現
在
も
ゼ
ロ
の
状

態
だ
。

○
意
識
改
革

都
市
の
大
き
な
寺
で
は「
一
見
の
客
」を
入
れ
な

い
。
貴
族
化
し
て
い
る
。
地
方
の
小
さ
な
寺
で
は
生
活
苦
で
他

所
に
勤
務
。
い
ず
れ
も
伝
道
意
欲
の
欠
如
が
感
じ
取
れ
る
。
機

構
改
革
で
は
、
私
た
ち
に
意
識
の
変
革
を
促
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

◎
都
泰
雄
師
「『
伝
え
る
』
が
一
方
的
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
」

時
代
社
会
の
中
に
あ
っ
て
伝
道
す
べ
き
私
た
ち
が
、
実
は
現
代

の
人
々
の「
伝
え
ら
れ
る
側
」を
把
握
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。

○
宗
門
の
機
構
改
革
を
機
に
、
私
た
ち
も
危
機
感
（
寺
の
存
立
に

か
か
わ
る
よ
う
な
）
を
も
っ
て
人
々
の
求
め
る「
伝
え
方
」を
実

行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

◎
灘
上
智
生
師
「
葬
儀
の
現
状
と
寺
庭
婦
人
の
憂
う
つ
か
ら
」

葬
儀
は
今
、
無
宗
教
葬
が
増
え
、
檀
家
制
度
は
家
意
識
の
希
薄

化
と
共
に
個
人
を
束
縛
す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
僧
侶

は
積
極
的
に
死
を
説
く
べ
き
だ
。
ま
た
、
寺
庭
婦
人
像
が
変
化

し
て
き
て
い
る
。
少
子
高
齢
社
会
・
個
人
化
・
核
家
族
化
の
影

響
等
に
よ
る
数
々
の
不
適
応
型
の
苦
悩
が
現
れ
て
い
る
。

○
機
構
改
革
で
は
、
こ
う
し
た
足
元
の
現
実
的
視
点
が
欠
落
し
て
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い
る
。
机
上
の
論
議
で
は
収
ま
ら
な
い
問
題
点
を
穴
埋
め
し
て

い
く
作
業
が
必
要
で
は
な
い
か
。

第
二
日
目

多
岐
に
わ
た
る
発
表
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
論
点
が
拡
散
し
た

か
に
も
見
え
る
。
要
綱
（
案
）
自
体
が
周
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

も
考
慮
し
、
前
日
に
は
座
長
が
基
本
の
レ
ク
チ
ャ
ー
、
二
日
目
に

は
発
表
の
ま
と
め
を
行
っ
て
、
意
見
交
換
に
導
い
た
。
論
議
で

は
、
機
構
改
革
の
具
体
的
批
判
も
さ
り
な
が
ら
、
そ
の
運
用
に
当

た
っ
て
の
現
場
か
ら
の
前
向
き
な
意
見
や
質
問
が
目
立
っ
た
よ
う

だ
。

○
信
仰
様
式
が
確
立
し
て
い
な
け
れ
ば
教
団
と
は
い
え
な
い
。

○
地
方
の
ギ
ャ
ッ
プ
。
総
合
相
談
所（
宗
務
相
談
室
）の
あ
り
方

は
。

○
本
宗
は
組
織
力
が
な
い
た
め
に
発
展
が
な
い
の
で
は
。

○
意
識
改
革
の
重
要
さ
。
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
。

○
伝
道
企
画
会
議
の
中
で
僧
侶
以
外
の
人
の
意
見
が
出
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
は
。
チ
ェ
ッ
ク
指
導
・
評
価
の
セ
ク
シ
ョ
ン

は
。

○
ニ
ー
ズ
を
ど
う
と
ら
え
る
の
か
。
過
ち
を
た
だ
す
こ
と
も
必

要
。

○
機
構
改
革
に
於
け
る
宗
務
内
局
と
一
般
教
師
と
の
伝
達
の
問

題
。

○
三
期
十
八
年
の
総
弘
通
運
動
が
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

○
寺
庭
婦
人
が
伝
道
企
画
会
議
に
入
っ
て
い
な
い
（
言
い
た
い
こ

と
が
言
え
る
場
で
も
な
さ
そ
う
）。

○
調
査
を
し
て
デ
ー
タ
を
集
め
考
察
し
公
表
す
る
行
為
が
必
要
。

こ
の
度
の
機
構
改
革
は
、
地
方
分
権
化
を
進
め
る
も
の
で
も
あ

る
。
上
意
下
達
で
は
な
い
関
係
の
中
に
、
各
教
師
の
意
識
改
革
を

求
め
る
見
方
が
あ
る
。
が
、
そ
こ
に
現
実
の
乖
離
と
併
せ
、
い
さ

さ
か
の
戸
惑
い
も
感
じ
ら
れ
る
。
論
議
は
ま
だ
は
じ
ま
っ
た
ば
か

り
だ
。
と
も
か
く
も
四
月
に
は「
大
型
車
」が
来
る
。（

梅
森
寛
誠
）


